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※この図面はＡ１サイズ、縮尺S=1:20です

１.溝畔の高さは高位田面高より30cmとする。

【設計規格】
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２.水路断面は設計値を満たし、前後の取付は、現地に適した

　 勾配で施工する。

３.水路深さの選定は、水理計算に基づき決定し、完成断面を

　 満足する敷幅を確保する。

５.田差が大きくなる場合の法面勾配については、別途検討す

   る。

  注　意　事　項

   面部溝畔天端幅0.60m）を適用する。

４.中山間部の両溝畔で田差が0.9m～1.5mの場合は、Ⅲ型（高位
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